
    

 2014年 5月 13 日 

インターナショナルシンポジウム 世界が取り組む予防接種政策 

「命と家族を救う子宮頸がん予防」のご案内  

■日時： 5月 21日(水) 17時 30分～19時 30分 

■会場：イイノホール＆カンファレンスセンター ルーフギャラリーRoom B-1,B-2 

(東京都千代田区内幸町 2-1-1 飯野ビルディング 4F)   

 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

予防接種の先進国である、英国保健省予防接種部長を務めた、ディヴィッド・ソールズベリー氏を 

お迎えし、下記のシンポジウムを開催いたします。 

英国およびＷＨＯなどが示す公衆衛生や予防接種行政のあり方、HPV ワクチンの安全性と有効性に

ついて、正しい最新情報をお届けし、政策、医療、報道関係のオピニオンリーダーの方々とともに、「命

と家族を救う」ワクチン接種を考えたいと存じます。 

大変お忙しいと存じますが、ぜひご参加いただけますようお願いいたします。 

準備の関係上、お手数ですが、必ず事前にファクスまたはメールでお申し込みください。 

（プログラムは別紙をご参照下さい。） 

                                                                 

 

5月 21 日インターナショナルシンポジウム参加申込み 
 

ファクス０３（５５６５）４９１４  子宮頸がん征圧をめざす専門家会議 行き 
 

ご参加の方は以下にご記入の上 5 月 19日（月）までにファックスにてご返送ください 

ご所属  人数        

お名前  

ご同伴者

お名前 
 

TEL  FAX  

 

本返信用紙にご記入いただいた内容につきましては、本お申し込みの登録及び緊急連絡以外には使用いたしません。 

 

＜子宮頸がん征圧をめざす専門家会議＞ 

 事務局： 稲垣・井上・新藤  電話番号：03-3546-2521  FAX：03-5565-4914 

E メール：cczeropro@ellesnet.co.jp  

子宮頸がん征圧をめざす専門家会議 http://www.cczeropro.jp/  

mailto:cczeropro@ellesnet.co.jp


 

インターナショナルシンポジウム 世界が取り組む予防接種政策 

「命と家族を救う子宮頸がん予防」のご案内 

日時：5 月 21日(水) 17時 30分～19時 30分 

会場：イイノホール＆カンファレンスセンタールーフギャラリーRoom B-1,B-2  

(東京都千代田区内幸町 2-1-1 飯野ビルディング 4F)  

共催：公益社団法人日本産科婦人科学会、公益社団法人日本産婦人科医会、公益社団法人日本婦人科腫瘍学会、

子宮頸がん征圧をめざす専門家会議 

 

【趣旨】 

予防接種の先進国である、英国保健省 予防接種部長を務めた、ディヴィッド・ソールズベリー氏をお迎えし、

下記のシンポジウムを開催いたします。 

英国およびＷＨＯなどが示す公衆衛生や予防接種行政のあり方、HPV ワクチンの安全性と有効性について、

正しい最新情報をお届けし、政策、医療、報道関係のオピニオンリーダーの方々とともに、「命と家族を救う」ワク

チン接種を考えたいと存じます。 

 

【プログラム】 

●開会あいさつ 

今村 定臣 （公益社団法人日本医師会常任理事） 

 

●【基調講演】英国および WHOにおける予防接種政策、特に HPVワクチン接種の取り組みについて（仮題） 

ディヴィッド・ソールズベリー                           ※同時通訳あり 

（前英国保健省予防接種部長、WHO顧問、PATH顧問、Bill and Melinda Gates Foundation 顧問） 

●日本における HPVワクチンの懸念 ― 副反応問題の背景と安全性・有効性の科学的根拠 

今野 良（自治医科大学附属さいたま医療センター産婦人科教授） 

 

●日本における HPVワクチン接種の今後 

宮城 悦子（横浜市立大学医学部がん総合医科学教授） 

 

●ディスカッション   

 

●閉会あいさつ    

木下 勝之 （公益社団法人日本産婦人科医会会長） 

 

 

お申込み・お問い合わせ 

子宮頸がん征圧をめざす専門家会議 

 事務局： 稲垣・井上・新藤  電話番号：03-3546-2521  FAX：03-5565-4914 

E メール：cczeropro@ellesnet.co.jp  

mailto:cczeropro@ellesnet.co.jp

